
2025 年度 輔仁大学日本語文学科国際シンポジウム 

「文化における『不易流行』」 

プログラム 

 

日時：2025 年 11 月 15 日(土)  

場所：輔仁大学徳芳外語大楼 

 

8：40～9：10 受付 

9：10～9：25 開会式        〔徳芳外語大楼 5 階 FG507 孫志文神父紀念講堂〕 

9：25～10：10 

〔基調講演〕 

講演者：杉村泰（名古屋大学教授） 

題目：台湾人日本語学習者における日本語の有対動詞の自動詞、他動

詞、受身の選択について 

座長：賴振南（輔仁大学教授） 

10：10～10：15 記念写真撮影 

10：15～11：00 

〔基調講演〕 

講演者：楊錦昌（輔仁大学教授） 

題目：AI 時代における「不易流行」と日本語教育 

座長：黃翠娥（輔仁大学教授） 

 

11：10～11：35 

〔招待講演〕 

講演者：朴孝庚（漢陽サイバー大学副教授） 

題目：近代東アジアにおける音楽教科書の形成と変容 

―植民地朝鮮の『普通教育唱歌集』を中心に― 

座長：林玉惠（輔仁大学教授） 

11：35～12：00 

〔招待発表〕 

発表者：遠藤織枝（元文教大学教授） 

題目：「女夫(めおと)」から「夫婦(ふうふ)」へ 

―語彙の移行に見る日本語のジェンダー 

座長：林玉惠（輔仁大学教授） 

 

12：00～13：15 昼食〔FG507〕 

12：00～13：15 ポスター発表 一回目〔FG507〕 

 

13：15 

～ 

14：35 

13：15 

～ 

13：20 

第一会場 第二会場 第三会場 

〔FG202〕 〔FG204〕 〔FG302〕 

第一セクション 第二セクション 第三セクション 

座長 林雪星（東呉大学教授） 中村祥子（輔仁大学副

教授） 

齋藤正志（中国文化大

学教授） 



13：20 

～ 

13：40 

范淑文（台湾大学兼任

教授） 

百年経っても「不易」

の文学テーマ―夏目

漱石の『それから』と

村上春樹の「蜂蜜パ

イ」 

黃翠娥（輔仁大学教授） 

芥川文学における宗

教機能―仏教とキリス

ト教との比較 

曾秋桂（淡江大学教授） 

AI 時代下の「不易流

行」に相応しいクリエ

イティブな日本語授

業を目指して 

13：40 

～ 

14：00 

石川隆男（輔仁大学・台

湾大学兼任助理教授） 

文壇の終焉前後に見

る作家の〈不易流行〉

の変化 

沈美雪（中国文化大学） 

日本統治期の台湾に

おける俳句教育の展

開―阿川燕城にみる

風土・国語・不易流行

― 

羅曉勤（国立台中科技

大学教授） 

評価はだれのもの？

―学習者参加型評価

の可能性と挑戦 

14：00 

～ 

14：20 

坂元さおり（輔仁大学副

教授） 

桐野夏生『日没』論 

 

森安雅子（真理大学副

教授） 

『雨月物語』「浅茅が

宿」における〈不易流

行〉―勝四郎と宮木

の人物像を中心に― 

王淑琴（政治大学教授） 

動詞慣用句の変異形

はどのようにして生ま

れたのか―「口が出

る」を例に― 

14：20 

～ 

14：35 

質疑応答 質疑応答 質疑応答 

 

14：40 

～ 

15：35 

14：40 

～ 

14：45 

第一会場 第二会場 第三会場 

〔FG202〕 〔FG204〕 〔FG302〕 

第四セクション 第五セクション 第六セクション 

座長 坂元さおり（輔仁大学副

教授） 

許孟蓉（輔仁大学副教

授） 

林慧君（台湾大学教授） 

14：45 

～ 

15：05 

葉夌（淡江大学教授） 

村上春樹『騎士団長

殺し』における家族関

係 

 

齋藤正志（中国文化大

学教授） 

不易と流行―「本院

侍従」という人物を中

心として― 

太田栄次（輔仁大学助

理教授） 

AI 翻訳はオノマトペ

をどう訳すか

―ChatGPT・DeepL

翻訳の比較分析― 

15：05 

～ 

15：25 

王嘉臨（淡江大学教授） 

不易流行の視点から

見る村上春樹作品に

おける女性像―

『1Q84』を中心に 

林欣慧（台湾大学副教

授） 

陽明文庫本『源氏物

語』葵巻の本文と享

受方法―葵の上と六

条御息所の待遇表現

齋美智子（高雄科技大

学助理教授）  

教室の中のエクソフォ

ニー―母語の外へ出

て遊ぶ学生たち― 



を中心に― 

15：25 

～ 

15：35 

質疑応答 質疑応答 質疑応答 

 

15：35～15：50 
ティー・ブレイク 

ポスター発表 二回目（FG507） 

 

15：50 

～ 

16：45 

15：50 

～ 

15：55 

第一会場 第二会場 第三会場 

〔FG202〕 〔FG204〕 〔FG302〕 

第七セクション 第八セクション 第九セクション 

座長 清水裕美子（輔仁大学

助理教授） 

太田栄次（輔仁大学助

理教授） 

林立萍（台湾大学教授） 

15：55 

～ 

16：15 

黃思瑋（文藻外国語大

学助理教授） 

花ことばにおけるメタ

ファー表現について

―レトリックを中心に

― 

呉翠華（元智大学副教

授） 

佐々木良造（静岡大学

特任准教授） 

堀野善康（文藻外語大

学兼任講師） 

多読訓練の不易流行

―日本語読解指導の

新たな挑戦 

小針浩樹（輔仁大学副

教授） 

トートロジーの日中対

照 

 

16：15 

～ 

16：35 

 韓旻霆（名古屋大学人

文学研究科大学院生） 

日本語の複合動詞

「～あう」と中国語の

“互相～”の対照研究 

城戸秀則（政治大学兼

任助理教授）  

「たばかりだ」に現れ

る「含み」に関する一

考察 

16：35 

～ 

16：45 

質疑応答 質疑応答 質疑応答 

 

16：50 

～ 

17：45 

16：50 

～ 

16：55 

第一会場 第二会場 第三会場 

〔FG202〕 〔FG204〕 〔FG302〕 

第十セクション 第十一セクション 第十二セクション 

座長 津田勤子（致理科技大

学副教授） 

林欣慧（台湾大学副教

授） 

小針浩樹（輔仁大学副

教授） 

16：55 

～ 

亀田俊和（元国立台湾

大学助理教授） 

佐藤敬子（元横浜市立

大学看護短期大学非常

神作晋一（南臺科技大

学助理教授） 



17：15 歴史用語としての「観

応（の）擾乱」の形成

と普及―近現代にお

ける日本中世史学史

および歴史観解明の

一側面― 

勤講師） 

芥川龍之介『庭』・

『雛』に見る不易流行 

 

「丁寧体過去形式「～

あったです」の動向―

大規模コーパスを例

として―」 

17：15 

～ 

17：35 

武知正晃（長榮大学助

理教授） 

「時世論」の再検討―

「広矛考」との関係か

ら― 

王佑心（銘傳大学副教

授） 

萩原朔太郎と不易流

行―「猫町」に見る幻

想の風景と表現 

李桂芳（輔仁大学助理

教授） 

ＡI 時代における日本

語作文指導の可能性

と教師の役割 

17：35 

～ 

17：45 

質疑応答 質疑応答 質疑応答 

 

17：50～18：20 

〔特別講演〕                   〔徳芳外語大楼 2 階 FG202〕 

講演者：賴振南（輔仁大学教授） 

題目：『竹取物語』における「色好み」に見られる「不易流行」 

―理想美・語りの革新・女性主体の三層構造― 

座長：楊錦昌（輔仁大学教授） 

 

18：20～18：30 閉会式〔徳芳外語大楼 2 階 FG202 室〕 

18：30～18：３5 懇親会会場へ移動 

18：35～20：30 懇親会〔徳芳外語大楼 5 階 FG507 孫志文神父紀念講堂〕 

 

ポスター発表 〔徳芳外語大楼 5 階 FG507〕 

①12：00～13：15  

②15：35～15：50 

発表者： 

洪子晴（輔仁大学日本語文学科碩士班） 

故郷を歌う歌謡曲―「赤い夕陽の故郷」を中心に― 

沈筑晏（輔仁大学日本語文学科碩士班） 

『夏目友人帳』研究―妖怪との出会いを中心に― 

向芝儀（輔仁大学日本語文学科碩士班） 

  谷崎潤一郎文学における映画的表現――『白昼鬼語』を中心に 

郭盼（輔仁大学日本語文学科碩士班） 

  「押絵と旅する男」における人形愛とピュグマリオン・コンプレックスの表

象 

 

 


